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住居費の負担感

実収入が低下・伸び悩んでいるため、住居費の負担は徐々に重くなってきている。
事実、住宅を取得・維持していくことについて、7割近くが不安を感じている。

1

住居費支出割合の推移

（注） 住居費支出割合＝住居費／実収入
持家の住居費は、住宅ローン返済世帯における土地家屋に係る借入金の返済
民営借家の住居費は、家賃・地代

（出所） 総務省「家計調査」よりNRI作成

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

0 

100,000 

200,000 

300,000 

400,000 

500,000 

600,000 

700,000 

800,000 

85
年

91
年

92
年

93
年

94
年

95
年

96
年

97
年

98
年

99
年

00
年

01
年

02
年

03
年

04
年

05
年

06
年

07
年

住
居

費
支

出
割

合

実
収

入
（
円

／
月

）

持家 実収入（円/月） 民営借家 実収入（円/月）

持家 住居費支出割合 民営借家 住居費支出割合

あなた自身の現在の収入および将来の収入の増減について考えたとき、
住宅を取得・維持していくことに関してどのようにお考えですか。

（出所） NRI「住宅選択に関するアンケート調査（09年6月）」 n=2,000
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将来暮らす住宅に関して不安・懸念に感じること

（注） 住み替えを行う予定のある人を対象に集計
（出所） NRI「住宅選択に関するアンケート調査（09年6月）」

「賃貸派」と「賃貸派」の不安・懸念

若年層ほど「賃貸派」が多い傾向にある。
30歳代賃貸派の30%は、「希望する住宅が見つからないこと」を不安・懸念に感じている。

2

「理想の住まい」は持家か？賃貸か？

（出所） NRI「住宅選択に関するアンケート調査（09年6月）」
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住宅の所有関係別一人当たり居住室の畳数

（出所） 総務省「住宅・土地統計調査」よりNRI作成

賃貸住宅のニーズ

一人当たり居室の畳数は増加しているものの、持家と賃貸住宅の格差は埋まっていない。
新設住宅着工戸数に占める一戸建×借家の割合は伸び悩んでいる。

3
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新設住宅着工戸数に占める一戸建×借家の割合

（出所） 国土交通省「住宅着工統計」よりNRI作成
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中古住宅を選択する可能性

（出所） NRI「住宅選択に関するアンケート調査（09年6月）」

「中古派」と新築vs中古

若年層ほど「中古派」が多い傾向にある。
現実的には、住み替え予定のある半数近くは中古住宅を選択すると考えている。

4

「理想の住まい」は新築か？中古か？

（出所） NRI「住宅選択に関するアンケート調査（09年6月）」
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中古住宅の評価と許容できる価格差

中古住宅は、コスト面で評価されている一方、建物の劣化に対する不安は大きい。
新築住宅との価格差として許容されるのは、「35%ほど」が最も多い

5

中古住宅の「評価できる点」と「評価できない点」について、
以下の中からあてはまるものを3つまで選んでください。（N=2,000）

（出所） NRI「住宅選択に関するアンケート調査（09年6月）」

立地・広さ・間取り・日当たり・設備・建設業者などが全く同じ場合、中古
が新築よりどの程度安ければ、購入してもよいと思いますか。（N=2,000）

（出所） NRI「住宅選択に関するアンケート調査（09年6月）」
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新設住宅着工戸数の利用関係別割合と再建築率

新設住宅着工戸数に占める割合は、持家が減少する一方、分譲住宅が増加している。
再建築率も減少していることから、人口移動の影響が伺える。

6

新設住宅着工戸数の利用関係別割合の変化

（出所） 国土交通省「住宅着工統計」よりNRI作成
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新エネ・省エネ機器の普及イメージ

政策的な後押しや主要機器の価格低減によって、2015年に向けて太陽光発電の普及が
進み、一部の家庭で家庭用燃料電池が導入されるようになると予想される。

 2015年以降は、定置用蓄電池が導入される可能性も見込まれ、新エネ・省エネ機器のネットワーク化が進むと考えられる。

7

新エネ・省エネ機器の普及イメージ

（出所） 「NRI Management Review Vol.23 2010」
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購入を志向するユーザーのイメージ

新築戸建住宅を購入するユーザーの多くが、100万円以内で、かつ、10年程度で回収でき
れば、省エネ・新エネ機器の購入を真剣に検討したいと回答している。

8

購入を志向するユーザーのイメージ

（出所） 「NRI Management Review Vol.23 2010」
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健康増進のために住宅が果たす役割の重要性

85%以上の人が健康増進のために住宅の果たす役割は重要と認識している。

9

健康増進のために住宅が果たす役割についてどのようにお考えですか。

（出所） NRI「健康増進における住宅の役割に関する生活者の認識調査（09年8月）」



Copyright（C） 2010 Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

健康増進住宅の実現・普及

健康増進のために住宅に期待する事項と実施されている対策にはギャップがある。

10

健康増進のために住宅に期待する事項と実施されている対策

（出所） NRI「健康増進における住宅の役割に関する生活者の認識調査（09年8月）」


